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要 旨
目的：本研究は、妊娠期の皮膚ボディイメージの関連要因を明らかにする。
方法：健康な妊婦162名に自記式調査票を配布し、皮膚ボディイメージ（Cutaneous Body Image Scale;

CBIS）と関連要因を調査した。
結果：162名の回答が得られた（回収率100%）。そのうち158名を分析対象とした（有効回答97.5

%）。対象のうち98.7%の妊婦に何らかの皮膚変化を認めた。皮膚変化項目数とCBISには
相関がなかった。「肝斑/雀斑」や「爪甲剥離」が有る妊婦は、それらの症状がない妊婦と
比較して皮膚ボディイメージが有意に低かった（p<0.05）。経産婦は初産婦と比して皮膚
ボディイメージが有意に低かった（p<0.05）。妊娠期間と皮膚変化に有意な交互作用を認
め（p<0.01）、皮膚の変化が皮膚ボディイメージに与える影響は、妊娠初期が妊娠中期及び
後期と比較して大きかった。

結論：妊娠期における皮膚ボディイメージに影響を与える要因は、「出産経験」、「肝斑/雀斑」や
「爪甲剥離」、「妊娠期間」であった。妊娠初期から肯定的な皮膚ボディイメージの形成支援
を行う必要性が示唆された。
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Abstract

Objective: To identify relevant factors associated with cutaneous body image during pregnancy

Method: A self-administered questionnaire was distributed to 162 healthy pregnant women to investigate

the cutaneous body image scale (CBIS) and its related factors.
Results: A total of 158 (valid responses rate: 97.5%) out of 162 (collection rate:100%) responses were
analyzed. 98.7% of pregnant women had some skin changes. No significant correlation was observed

between the number of skin changes and cutaneous body image. The cutaneous body image of pregnant

women with “melasma/ephelis” and “onycholysis” was significantly lower than that of those without these

symptoms (p<0.05). Compared with primiparas, multiparous women had significantly lower cutaneous
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【緒 言】

身体の変化はボディイメージの形成に影響
を及ぼす重要な要因の一つである1）。
妊娠期にある女性の99%は、ホルモン動態
の変化による生理的な皮膚変化を経験す
る2）。その多くが皮膚の外見の変化を伴い、
時間の経過と共に増強する変化や分娩後まで
残存する変化もある3-5）。そのため、妊娠期
の生理的皮膚変化はボディイメージに影響を
及ぼす可能性があると考えられる。
ボディイメージは、日常生活における感情、
思考、行動、及び対人間関係に影響し、生活
の質（Quality of life；以下，QOL）に影響を及
ぼす可能性をもつ6）ことから、妊娠期の女性
の肯定的なボディイメージの形成を支援する
ことは重要である。
ボディイメージのうち、自分自身の皮膚・
毛髪・爪の外見についての内部からの見方を
皮膚ボディイメージという7）。皮膚疾患患
者の皮膚ボディイメージに関する先行文
献8）では、皮膚の外見の変化により、否定的
な皮膚ボディイメージを持ちやすいことが指
摘されている。妊婦のボディイメージに関す
る先行研究では、腹部の増大に関しては70%
の妊婦が肯定的に捉えているが、妊娠線につ
いては84%が嫌悪感を抱いている9）ことや、
妊娠前の女性には理想とする体型があり、妊
娠中は体型変化を受け入れ喜びを感じるが、
不快と捉える者もいる10）ことが報告されて
いる。妊娠期のボディイメージは妊娠による

生理的変化に伴い否定的にも肯定的にも変化
しうるといえるが、先行研究を概観しても妊
婦の皮膚ボディイメージに焦点化した研究は
見当たらない。そこで本研究は、妊娠期の皮
膚ボディイメージに関連する要因を明らかに
し妊婦への支援につなげることを目的とし
た。

【方 法】

１．用語
皮膚ボディイメージ：本研究では、先行文

献11）12）を参考に、「自分自身の皮膚・毛髪・
爪の外見についての内部からの見方」とする。

２．調査対象および調査期間
Ａ県内の産科を標榜する病院１施設及び診
療所１施設に、妊婦一般健康診査を目的とし
て通院する日本人妊婦を対象とした。対象者
の選定基準は、１）日本人妊婦、２）20歳以
上、３）妊娠10週以上42週未満、４）妊娠経
過が正常、５）精神疾患の既往・合併なし、
の基準を全て満たすものとした。データ収集
期間は2019年６月４日～2019年９月30日で
あった。

３．データ収集方法
研究協力施設の看護管理者に対して研究参
加候補者の選定方針を伝え、研究説明を聞く
意思のある研究参加候補者の紹介を依頼し
た。調査票は、研究者が研究参加候補者に配
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body image (p<0.05). There was a significant interaction between gestational age and skin changes (p<0.01),
and the effect of skin changes on the cutaneous body image of pregnant women was greater in the first

trimester than in the second trimester.

CONCLUSIONS: Factors influencing cutaneous body image during pregnancy were “multipara”,

“melasma/ephelis” and “onycholysis”, and “gestational age”. It was suggested that pregnancy care should

support the formation of a positive cutaneous body image since the beginning of pregnancy.
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布し、研究協力施設の外来に設置した鍵付き
回収箱を用いて調査当日に回収した。

４．調査内容
１）基本属性（年齢、婚姻状況、就労状況）
２）産科的要因（出産経験、計画的妊娠の有
無、妊娠期間）
３）皮膚ボディイメージ
Guptaら13）によって作成され、皮膚、体毛、

爪の外見に関する個人の認知を測定する尺度
である Cutaneous Body Image Scale（以下，
CBIS）を使用した。全身及び顔面の皮膚や頭
髪及び爪の外見に関する全７項目への満足度
について、「０：まったく当てはまらない」か
ら「９：非常によく当てはまる」までの10件
法で測定し、その合計得点を項目数で除算す
る。得点範囲は０－９点で、高いほど皮膚ボ
ディイメージが高いことを示す。日本語版は
信頼性、妥当性が確認されている7）11）。
４）妊娠期の皮膚の変化
妊婦が自分の皮膚の変化の状況をどのよう
に自覚しているのかを問う既存のツールがな
いため、妊婦の皮膚に関する先行研究を参
考3-5）に、視覚的に確認できる妊娠に伴う生
理的な皮膚の変化を捉えるための項目を挙
げ、それらの項目について質問した。色素沈
着、妊娠線、乾燥、毛細血管拡張、肝斑/雀斑、
ざ創、発疹、多毛、爪甲横溝、爪甲剥離、浮
腫、静脈瘤の12項目について、現状に当ては
まる項目を全て選択してもらい、選択された
項目数を皮膚変化得点とした。得点範囲は０
－12点で、得点が高いほど皮膚の変化が大き
いことを示す。
５）心理社会的要因（母親役割の同一化、外
見スキーマ）
母親役割の同一化：Ledermanら14）によっ
て作成され、妊娠期の女性の母親や夫との関
係及びその他の心理社会的側面の適応を測定
す る 尺 度 で あ る Prenatal Self- Evaluation-

Questionnaire（以下，PSEQ）の下位尺度の一
つであるIdentification of a Motherhood Role（母
親役割の同一化）を使用した。母親役割受容
に関する期待感や赤ちゃんを世話することの
満足感に関する全13項目について、「１：まっ
たく違う」から「４：まったくその通り」の
４件法で測定し、その合計を得点とする。得
点範囲は13～52点で、得点が低いほど母親役
割の同一化が高いことを示す。逆転項目の採
点においては、４点を１点、３点を２点、２
点を３点、１点を４点に修正した上で、各項
目得点の合計を算出した。日本語版は信頼性
妥当性が確認されている15）。下位尺度のみ
の使用が可能であることは日本語版作成者に
確認した。
外見スキーマ：Cashら16）によって作成され、

「外見が自己の人生にとって重要な意味をもち
生活の諸側面に影響を及ぼしていると考える
信念」を測定する尺度であるthe Revision of the
Appearance Schemas Inventory（以下，ASI-R）
を使用した。「自己評価の特徴（Self-Evaluative
Salience; 以 下，SES）」、「動機づけの特徴
（Motivational Salience; 以下，MS）」の２つの
下位尺度で構成され，全13項目について、
「１：まったくあてはまらない」から「５：非
常にあてはまる」の５件法で測定し、尺度全
体及び各下位尺度の合計得点を、総合得点及
び下位尺度得点とする。得点範囲は、総合得
点が13～65点、下位尺度得点がSESは８～40、
MSは５～25点で、得点が高いほど外見スキー
マが高くなることを示す。日本語版は信頼性
妥当性が確認されている17）。

４．データ分析方法
分析はSPSSver.25を用いた。皮膚ボディイ

メージと背景要因（基本属性・産科的要因・
心理社会的要因）、皮膚変化との関係につい
てｔ検定、一元配置分散分析、ピアソン相関
係数の算出を行った。また、皮膚ボディイ
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メージに対する皮膚の変化と背景要因との交
互作用について、CBIS得点を従属変数、皮膚
の変化と背景要因を独立変数とした２要因被
験者間分散分析を行った。ｔ検定、分散分析
において、妊娠14週未満を「妊娠初期」群・
妊娠14週以降28週未満を「妊娠中期」群・妊
娠28週以降を「妊娠後期」群とし、皮膚ボディ
イメージ、皮膚変化、外見スキーマ、母親役
割の同一化については平均値以上を「高」群・
平均値未満を「低」群とした。有意水準は５
％とした。

５．倫理的配慮
研究者より、研究参加候補者に対して、研
究の目的・意義・方法・倫理的配慮、及び無
記名調査のため回答後の同意の撤回ができな
いこと、研究で得られたデータは研究目的以
外では使用しないこと、研究成果の公表予定
について、文書を用いて口頭説明した。研究
参加への同意の有無については、調査票１枚
目に確認欄を設けて記載を依頼し、調査票回
収後に確認した。CBIS、PSEQ、ASI-Rの日本
語版の使用に関しては、作成者に使用許可を
得た。本研究は高知大学医学部倫理委員会の
承認を得て実施した（承認番号31-43）。

【結 果】

妊婦一般健康診査のため産科外来を受診し
た妊婦162名に調査票を配布し、162名の回答
を得た（回収率100%）。このうち，有効回答
とした158名を分析対象とした（有効回答率
97.5%）。なお，PSEQは、無回答が３項目以下
であった３名について、当該項目における標
本全体の平均値を欠測した値の推定値として
代入して補完処理を施したのち分析対象に含
めた。

１．対象者の背景
基本属性において、年齢は平均31.06±5.16

歳で，30～34歳が50名（31.6%）と最も多く、
次いで25～29歳の45名（28.5%）が多かった。
就労状況は就労有りが123名（77.8%）、無しが
35名（22.2%）であった。
産科的要因として、出産経験は初産婦が65

名（41.1%）、経産婦が93名（58.9%）であった。
また、妊娠期間は平均25.65±9.05週で，妊娠
初期が18名（11.4%）、妊娠中期が69名（43.7%）、
妊娠後期が71名（44.9%）であった。
心理社会的要因では、ASI- Rの総合得点は
平均40.5±8.31（最小値17, 最大値63）であっ
た。また、PSEQの母親役割同一化得点は平
均23.1±5.73（最小値13, 最大値36）であった
（表１）。

２．妊娠期の皮膚変化・皮膚ボディイメージ
１）皮膚変化の得点
表２は、初産婦、経産婦別にみた皮膚変化
の実態を示す。皮膚変化得点は平均5.02±
2.31（最小値０，最大値11）であった。妊婦半
数以上に認めた皮膚変化は、「色素沈着」、「乾
燥」、「浮腫」、「多毛」であった。分析対象の
うち98.7%の妊婦が何らかの皮膚変化を認め
ており、全12項目中９項目において経産婦は
初産婦より皮膚変化を認めた割合が高かっ
た。
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表１ 対象者の背景



２）CBIS得点
対象妊婦のCBIS得点は平均2.49±1.8（最小
値０，最大値8.14）点であった。表３は、対象
者の背景と皮膚ボディイメージの関係を示
す。出産経験でCBIS得点をみると、初産婦は
2.92±1.82点であり、経産婦の2.19±1.77点と
比較して有意に高かった（p=0.011）。年齢、
婚姻状況、就労状況、妊娠期間、計画的妊娠
の有無では有意差がなかった。また、PSEQ、
及びASI- RとCBISの間に有意な相関は認め
なかった。

３．皮膚変化と皮膚ボディイメージの関係
皮膚変化の程度とCBISの間に相関はな
かった（表４）。表５は、皮膚変化の内容別に
みた皮膚ボディイメージの関係を示す。皮膚
ボディイメージを表すCBIS得点は、「肝斑/雀
斑」が有る妊婦（平均2.19±1.88点）は、無い

妊婦（平均2.77±1.70点）と比較して有意に低
かった（p<0.05）。また、「爪甲剥離」が有る
妊婦（平均1.82±1.68点）は、無い妊婦（平均
2.62±1.81点）と比較してCBIS得点は有意に
低かった（p<0.05）。その他の皮膚変化の有
無では有意差がなかった。
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表2 皮膚の変化の実態

表３ 背景要因と皮膚ボディイメージの関係

表４ 皮膚の変化と皮膚ボディイメージの関係

表５ 皮膚変化の内容別にみた皮膚ボディイ
メージの関係



４．皮膚ボディイメージに対する皮膚変化と
背景要因の交互作用
表６は、妊婦の皮膚変化と背景要因による
皮膚ボディイメージ（CBIS得点）の差異を示
す。妊娠期間では、有意な交互作用（F（2,152）
=5.303，p<0.001）と、皮膚の変化の主効果（F
（1,152）=14.449，p<0.001）が認められ、妊娠
期間により皮膚ボディイメージに対する皮膚
変化の効果が異なることが示された。
図１は、妊婦の皮膚ボディイメージに対す
る皮膚の変化と妊娠期間の交互作用を示して
いる。妊娠初期群（高群1.43±1.13,低群4.36±
1.17）は、妊娠中期群（高群2.47±1.92,低群
2.42±1.69）及び妊娠後期群（高群2.12±1.76,
低群3.21±1.7）と比較して、皮膚変化の増大
によって皮膚ボディイメージが低下した。

また、年齢、出産経験、計画的妊娠、母親
役割同一化、外見スキーマはいずれも皮膚変
化の主効果を認め、皮膚変化が低群は高群と
比較してCBIS得点の平均値が有意（p<0.05）
に高いことが示された。そのうち出産経験と
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表6 妊婦の皮膚ボディイメージに対する皮膚変化と背景要因の交互作用

図１ 皮膚ボディイメージに対する皮膚の変
化と妊娠期間の交互作用



母親役割同一化は主効果を認めたが、それ以
外の背景要因については主効果を認めなかっ
た。

【考 察】

１．背景要因と皮膚ボディイメージの関係に
ついて
妊婦の皮膚ボディイメージは出産経験と関
連し、経産婦で低かった。CBISは、皮膚の外
見、皮膚の色、皮膚の艶、顔の皮膚の外見、
顔の皮膚の色全体または色艶、髪、手の爪の
外見、足の爪の外見の７項目への満足度を測
定するものである。妊娠による皮膚の残存的
変化として、肝斑4）や妊娠線18）などがある。
よって、経産婦では前回の妊娠による皮膚の
変化が妊娠初期から残っていることが考えら
れる。そのため、肝斑や妊娠線などの皮膚変
化が今回の妊娠により更に増強する。このよ
うな経産婦ならではの皮膚変化が、初産婦と
比較して経産婦の皮膚ボディイメージを低下
させたと考えられる。

２．皮膚変化の項目数と皮膚ボディイメージ
の関係について
研究対象者であった妊婦の98.7%が生理的
な皮膚変化を経験していた。また、対象妊婦
のCBIS得点は平均2.49±1.8（最小値０，最大
値8.14）点であった。これは、先行研究11）に
おける健常成人女性の4.09±1.9点、皮膚疾患
患者の3.18±1.7より低かった。
妊娠による母体の変化には、局所的（子宮、
膣・外陰部、子宮付属物、乳房）変化と全身
的（体重、妊娠線、腹直筋離開、色素沈着及
び関節、代謝）変化がある。このような母体
の変化は、僅か10か月間の妊娠期間において
急激に、かつダイナミックに起こる19）。妊
婦は、妊娠線、色素沈着などの皮膚の変化が
短期間に全身的に生じるため、これらの変化

が自身の皮膚に対する認識や感覚に影響を及
ぼして、健常成人女性や皮膚疾患患者と比べ
て皮膚ボディイメージが低かったことが推察
された。従って、妊娠に伴う皮膚変化につい
て妊娠の早い段階から情報提供し、皮膚ボ
ディイメージ向上への支援を行う必要がある
と考えられる。
本研究結果では、皮膚変化の項目数とCBIS

には相関がなかった。今回は皮膚変化の項目
数という量的な変化を調査したが、皮膚変化
には皮膚の湿度や炎症、痛みや掻痒感などの
質的な変化があり、これらが影響しているの
かもしれない。

３．皮膚変化の各項目と皮膚ボディイメージ
の関係について
皮膚変化の各項目と皮膚ボディイメージの

関係では、「肝斑/雀斑」、「爪甲剥離」が皮膚
ボディイメージに有意に関連していた。
「肝斑/雀斑」は顔面に生じる色素沈着であ
り、分娩後まで残存する20）。顔は人を見る
際に最も注目される部位であり、魅力を感じ
る部位としても顔は重要な位置を占める21）。
また、「爪甲剥離」は、「爪甲横溝」とは異な
り、マニキュア塗布などの方法により隠すこ
とが困難である。ボディイメージの認知行動
モデル1）によると、他者からの反応などの対
人関係経験は、ボディイメージの重要な形成
要因である。そして、人目を引く皮膚状態は
皮膚ボディイメージに影響を与える8）。こ
れらのことから、増強・残存する皮膚変化や、
衣服で被うことができない部位の皮膚変化
は、人目に触れ、他者の反応に曝される可能
性が高いため、ボディイメージに影響を与え
ると考えられる。

４．妊婦の皮膚の変化の項目数と背景要因の
交互作用について
妊婦の皮膚の変化（色素沈着、妊娠線、乾
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燥、毛細血管拡張、肝斑/雀斑、ざ創、発疹、
多毛、爪甲横溝、爪甲剥離、浮腫、静脈瘤）
の項目数と妊娠期間は交互作用を認め、妊娠
初期では皮膚の変化の項目数による皮膚ボ
ディイメージの変化が大きいことが示され
た。妊娠期に認められる皮膚変化の中で、色
素沈着、乾燥、毛細血管拡張、肝斑/雀斑、多
毛は、妊娠初期から出現する3）。新川ら22）

は、妊娠初期において皮膚の乾燥の発生頻度
が高いことを報告している。また、妊娠期の
掻痒感は、エストロゲンの増加による影響
や3）、アトピー素因に女性ホルモンの過剰分
泌が加わることによる妊娠性痒疹も報告され
ている23）ことから、妊婦の皮膚の変化は、妊
娠によるホルモン動態の変化が影響すること
が考えられる。
先行研究より皮膚の状態はストレスや抑う
つなどの不安症状と相関が高い傾向にあると
報告されている24）。また、妊婦は妊娠初期
において、妊娠中期や後期よりも不安が強
い25）。不安はボディイメージの関連要因で
ある26）。つまり、妊娠初期の妊婦は、妊娠中
期・後期よりも不安が強く、皮膚の変化によ
り皮膚ボディイメージが低下しやすいと考え
られる。
以上のことから、妊娠期のケアを行う際に
は妊婦の皮膚の変化が皮膚ボディイメージに
影響することを踏まえて妊娠時期や出産経験
を考慮しつつ、妊婦が肯定的な皮膚ボディイ
メージを形成するための支援を行う必要性が
示唆された。

５．研究の限界と課題
本研究の限界は、解析したサンプルサイズ
が少ないこと、１地域の施設や病院で得られ
た結果であることから代表性に乏しい。ま
た、皮膚の外見に変化が生じる疾患の病歴及
び創傷の有無については考慮できていないた
め結果の解釈には注意深い配慮を要する。

【結 論】

１．皮膚の変化項目数とCBISの間に相関は
認められなかった。

２．「肝斑/雀斑」が有る妊婦（CBIS平均2.19
±1.88点）及び、「爪甲剥離」が有る妊婦
（CBIS平均1.82±1.68点）は、それぞれ症状
がない妊婦と比較して皮膚ボディイメージ
は有意に低かった（p<0.05）。
３．経産婦は初産婦と比して皮膚ボディイ
メージが有意に低かった（p<0.05）。
４．妊娠期間と皮膚変化に有意な交互作用を
認め（p<0.01）、皮膚の変化が皮膚ボディイ
メージに与える影響は、妊娠初期が妊娠中
期及び後期と比較して大きかった。

５．妊娠初期から肯定的な皮膚ボディイメー
ジの形成支援を行う必要性が示唆された。
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